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一般社団法人

田川地区防災協会

会長　平田　篤三解

田川地区消防本部

消防長　寺請　一成

戟会災防

謹
ん
で
新
年
の
お
産
.
S
を
中
-
上
げ
ま
す

ま
し
た
｡

平
成
2
8
年
の
輝
か
-
い
新
春
を
迎
え
'

全
角
の
皆
棟
を
は
i
J
め
関
係
各
故
の
皆
様

に
'
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
中
-
上
げ

ま
す
｡
金
男
の
皆
枚
方
に
お
か
れ
ま
-
て
は
'

平
素
か
ら
当
協
会
の
事
業
埋
骨
に
つ
-
ま

し
て
'
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
､

潔
-
感
謝
や
-
上
げ
ま
す
｡

さ
て
'
昨
年
を
撮
り
速
り
ま
す
と
'
幸

い
に
し
て
田
川
管
内
で
の
大
-
な
災
巷
は

無
い
も
の
の
'
全
国
的
に
見
ま
す
と
t
 
q

月
の
鬼
怒
川
決
壊
等
に
よ
る
浸
水
破
客
を

発
生
さ
せ
た
台
風
け
･
柑
号
に
よ
る
関
東
･

東
北
豪
雨
や
多
数
の
台
風
の
渡
来
'
全
馬

連
敗
が
行
わ
れ
た
ロ
永
良
市
新
島
'
避
簸

勅
書
が
発
令
さ
れ
た
横
島
及
び
立
入
規
制

が
行
わ
れ
た
阿
蘇
山
等
の
噴
火
や
南
海
-

ラ
フ
に
あ
た
る
徳
島
県
南
串
'
大
分
県
南

部
の
震
度
5
強
の
地
震
と
全
国
各
地
で
頻

発
す
る
自
然
災
書
の
恐
ろ
し
さ
と
'
そ
の

威
力
の
凄
ま
i
J
さ
を
痛
感
-
た
年
で
あ
り

こ
の
よ
う
に
へ
全
国
で
頻
粂
す
る
自
然

災
客
や
社
食
情
勢
の
変
化
に
よ
る
災
客
の

大
規
模
化
'
複
雑
多
様
化
等
'
防
災
協
各

事
業
所
を
取
り
巻
-
状
況
t
 
r
大
き
-
皮

化
し
て
お
り
'
地
域
住
民
の
安
全
･
安
心

を
向
上
さ
せ
て
い
-
た
め
に
は
'
こ
れ
ま

で
玖
上
に
消
防
防
災
城
関
と
協
力
頚
城

L
t
総
合
的
な
防
災
体
制
づ
-
り
を
推
進

し
て
い
-
此
葵
が
あ
り
ま
す
.

こ
の
よ
う
な
や
'
当
協
会
は
設
立
当
初

か
ら
自
主
防
災
組
織
と
-
て
'
｢
自
分
た

ら
の
地
域
や
職
場
は
自
分
t
J
ら
で
守
る
｣

と
い
う
意
識
の
も
と
'
昨
年
も
田
川
地
区

消
防
本
串
主
催
の
総
合
防
災
訓
練
に
'
事

業
所
合
只
と
L
P
ガ
ス
市
会
が
参
か
'
各

防
災
城
関
と
連
携
を
図
り
'
災
客
時
の
対

応
訓
練
を
実
施
し
ま
L
t
J
.

ま
た
'
高
給
者
宅
で
の
防
火
診
断
や
火

災
予
防
運
動
の
協
資
等
の
各
種
事
業
を
実

施
し
'
田
川
地
区
の
防
災
体
制
の
強
化
稚

漣
に
淑
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
-
た
｡

今
後
と
も
､
田
川
地
区
消
防
本
市
･
署

は
も
と
よ
り
､
各
関
係
聴
聞
相
互
の
融
和

強
調
を
図
り
'
地
域
防
災
拠
点
と
-
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
防
災
カ
の
向
上
に

横
柾
的
に
取
り
組
み
'
港
織
も
新
た
ー
こ
防

災
活
動
を
独
逢
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
｡

最
後
に
t
･
･
1
-
ま
す
が
'
こ
の
l
年
が
災

書
の
無
い
安
全
で
安
心
な
年
で
あ
り
ま
す

と
と
も
に
'
金
員
各
位
の
益
々
の
ご
発
展
'

ご
活
躍
と
皆
裸
に
と
っ
て
'
幸
多
き
年
と

な

り

ま

す

こ

と

を

ご

祈

念

い

た

-

ま

-

て
'
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
i
L
,
き

ま
す
｡

た
｡

平
成
2
8
年
の
新
年
を
迎
え
'
謹
ん
で
年

頚
の
ご
挨
拶
を
中
-
上
げ
ま
す
｡

一
般
社
団
法
人
田
川
地
区
防
災
協
会
会

員
の
皆
裸
方
に
お
か
れ
ま
し
て
ー
'
平
素

か
ら
田
川
地
区
の
安
全
･
安
心
な
ま
ち
づ

-
り
及
び
防
火
･
防
災
思
想
の
普
及
に
ご

理
解
'
ご
協
力
を
賜
り
'
地
規
防
災
に
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
深
-
感
謝
中
-
上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
昨
年
を
振
り
建
っ
て
み
ま
す
と
'

梅
雨
前
線
･
S
,
台
風
な
ど
の
影
響
に
J
･
<
リ
'

国
内
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
が
相
次
い
で

発
生
し
'
大
-
な
歳
暮
を
も
た
ら
-
て
い

ま
す
｡
特
_
=
'
q
月
の
茨
城
県
の
鬼
怒
川
決
壊

に
よ
る
蔵
書
は
'
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
'
尊
い
命
や
多
-
の
財
産
が
央
わ
れ

ま

し

た

｡

ま
た
､
5
月
の
ロ
永
良
串
新
島
の
噴
火

に
始
ま
り
'
横
島
'
阿
蘇
山
の
噴
火
と
九

州
に
お
い
て
-
火
山
噴
火
が
頻
轟
-
ま
-

そ
の
破
壊
力
の
す
さ
ま
じ
さ
と
共
に
'

い
つ
超
-
て
も
お
か
し
-
な
い
自
然
の
驚

異
を
痛
感
い
た
-
ま
-
た
｡

昨
年
の
田
川
地
区
の
災
客
等
概
況
_
こ
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
す
と
'
幸
い
に
-
て
大

規
模
な
自
然
災
書
は
粂
生
-
て
お
り
ま
せ

ん
が
'
火
災
件
数
は
耶
件
'
救
急
件
数
が

7

'

1

-

0

件

で

あ

り

ま

-

た

｡

災
書
に
よ
ろ
政
客
を
軽
減
-
'
地
戎
住

民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
に

_
 
'
住
民
t
人
ひ
と
り
の
防
災
恵
我
の
高

揚
と
自
主
防
災
体
制
の
確
立
が
こ
れ
ま
で

玖
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
｡

安
全
安
心
な
地
規
づ
-
り
の
た
め
に

は
'
貴
防
災
協
会
や
消
防
団
な
.
.
D
防
災
関

係
城
関
と
一
体
と
な
っ
て
'
防
災
に
関
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
制
を
強
化
-
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

自
助
･
共
助
･
公
助
が
l
体
と
な
っ
て

こ
そ
'
災
客
に
強
い
地
域
の
実
現
ー
こ
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
-
て
お
り
ま
す
｡
今
後

も
多
-
の
方
々
と
協
力
-
て
い
-
わ
･
･
が
ら

こ
の
目
的
i
i
こ
通
産
し
て
い
-
所
存
で
あ
り

ま
す
｡
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
'
貴
防
災
協
会

と
金
男
皆
棟
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
t
J
L
ま
し
て
'
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
-
ま
す
o
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平成2 7年度の定時総会が､

平成27年5月25日(月)ザ･
ブリティッシュヒルスにおいて

開催されました｡

平成2 6年度収支決算などの

上程された議案はすべて放決さ

れました｡

また､放棄審議に先立ち防災
功労による表彰の授与も行われ
ました｡

如-=二一　一一一⊃｣
･1=-　-J-JE!≡=_-　一一叫

報会災防

平
成
二
十
七
年
度
総
会
は
'
多
数
の
来

賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
議
決
さ
れ
た

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
o

一
平
成
二
十
六
年
度
一
般
社
団
法
人
E
E
]
川

地
区
防
災
協
会
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

二
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

防
災
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
｡

友
野
　
雅
浩
(
㈲
石
見
商
会
)

●
優
良
防
火
管
理
者

吉

田

　

　

利

恵

(
医
療
法
人
　
二
日
水
整
形
外
科
医
院
)

山
中
　
龍
一
(
㈱
サ
ン
リ
ブ
田
川
)

野
田
　
敬
二
那

(
医
療
法
人
社
団
　
恵
和
会

介
護
老
人
保
健
施
設
　
慈
恵
苑
)

●
優
良
業
務
主
任
者

山
口
　
剛
史
(
㈲
タ
オ
サ
カ
)

今
年
度
理
事
の
改
選
で
新
た
に
選
任
さ
れ

た
正
副
会
長
及
び
理
事
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

(
順
不
同
敬
称
略
)

●
防
火
優
良
事
業
所

江
藤
石
油

田
村
石
油
㈱

橘
地
区

㈱
工
コ
ア
北
九
州
支
店
　
筑
豊
事
務
所

㈱
マ
キ
テ
ッ
ク
九
州
工
場

日
本
郵
便
　
㈱
金
田
郵
便
局

一
般
社
団
法
人
　
田
川
歯
科
医
師
会

ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス
田
川
バ
イ
パ
ス
店

社
会
福
祉
法
人
　
明
和
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
寿
楽
園

●
優
良
危
険
物
取
扱
者

梅
田
　
順
一
(
㈲
油
須
原
石
油
店
)

春
永
　
和
弘
(
㈲
九
州
商
事
2
0
1
給
油
所
)

奥
村
　
光
治
(
立
山
化
成
㈱
九
州
工
場
)

河
津
　
浩
l
　
(
河
津
産
業
㈲
)

●
優
良
消
防
設
備
業
者

有
限
会
社
　
筑
添
建
設

●
優
良
消
防
設
備
士

池
永
　
節
男
(
池
永
電
気
)

会

　

長

平
田
篤
三
郎

副
会
長
二
場
　
浩
隆

川
端
書
美
男

江
藤
　
正
剛

仲

村

一

秀

吉
田
　
久
志

大
内
　
孝
次

理

　

事

山

本

　

　

浩

日

高

　

　

厚

久

本

　

　

実

桑
野
　
秀
幸

小
嶋
　
尚
紀

村
上
　
忠
輔

吉
E
E
)
　
伸
也

脆
津
　
亮
彦

平
田
　
俊
成

吉
E
f
j
　
善
行

藤

涌

　

　

蚕

池

田

　

　

昇

槽
村
　
寛
治

(
㈲
添
田
産
業
ガ
ス
)

(
ハ
友
会
)

(
㈲
川
端
電
工
)

(
江
藤
石
油
)

(
日
立
マ
ク
セ
ル
㈱
)

(
(
特
毒
)
　
長
寿
園
)

(
〓
社
)
田
川
医
師
会
)

(
㈲
山
本
石
油
店
)

(
日
高
石
油
㈱
)

(
山
栄
石
油
方
城
給
油
所
)

(
㈱
桑
野
商
事
)

(
㈱
キ
ノ
シ
タ
)

(
㈲
総
合
)

(
㈲
三
栄
石
版
)

(
㈱
谷
口
石
油
)

(
㈱
水
交
合
)

(
㈱
今
川
工
務
店
)

(
㈲
藤
涌
設
備
)

(
㈲
池
田
商
会
)

(
㈲
桧
村
商
店
)

白
土
　
雅
彦
(
(
医
)
昌
和
会
見
立
病
院
)

桑
野
　
和
弘

(
日
本
フ
ィ
ル
タ
ー
工
業
㈱
田
川
工
場
)

日
中
　
睦
久
(
国
際
工
芸
㈱
)

古
賀
　
洋
介
(
松
尾
製
菓
㈱
)

坂
本
健
一
郎

(
q
立
化
成
オ
-
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
タ
ク
ツ
㈱
)

林
　
一
成
(
太
陽
セ
ラ
ン
ド
㈱
)

平
井
　
太
郎
(
マ
ル
ポ
シ
酢
㈱
)

北
山
　
幸
司
(
㈱
九
電
工
田
川
営
業
所
)

豪
久
遥
一
郎
(
田
川
構
内
自
動
幸
㈱
)

下
山
久
美
義
(
水
谷
建
設
工
業
㈱
)

成
田
　
忠
憲
(
㈲
成
田
建
設
)

木
下
　
哲
之
(
㈲
百
恵
商
事
)

田
丸
　
米
蔵
(
田
川
自
動
車
整
備
工
業
会
)

下
田
　
　
工
貝
(
豊
前
川
崎
商
工
会
議
所
)

鶴
我
　
正
司
(
田
川
商
工
会
議
所
)

永
松
　
博
己
(
後
藤
寺
商
店
街
振
興
組
合
)

小

野

　

　

隆
(
日
本
郵
便
　
㈱
津
野
郵
便
局
)

図
師
　
史
哉(
日
本
郵
便
　
㈱
大
敵
郵
便
局
)

崎

山

　

　

亮

(
(
社
福
)
添
寿
会
(
特
毒
)
漂
寿
園
)
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(平成27年中)

田川地区の
火災･救急概要

■火災の前年比較表

平成27年中の火災件数は97件であり､昨年の87件

と比較すると､ 10件の増加になります｡

火災による損害額は､ 56.993千円で､前年と比べ

て31,463千円の減少となっており､損害額の98%

は建物火災によるものです｡出火原因は､放火が16

件とFEliも多く､たばこが10件､コンロが6件､たき

火が6件となっています｡

特に放火は､毎年1位となっています｡家の外周に

燃える物を置かないことが大切です｡

順 位 ���2 �2�2�3 迭�5 俣r�7 途�7 途� ��

出 火 原 医l .一ゝ ⊂⊃ 計 ��ﾒ�ﾈ��ﾆ��放 ヽ′ �%2���+ﾒ�火 ���風 �5��配■マ ヽヽ 剴� ���+ｲ�不 

火 �-ﾂ�2�ん ろ �*ｲ�懌�遊 び �?ﾂ�.｢�呂 か 冉ﾒ���緑 罪 定62�ｸ6��火 l �,ﾂ��ﾂ�明 

疑 公 己 聖 鳴�ﾂ�ﾂ�ﾂ� �� 鳴�f辻�ま ど 1 �7R���【∃ ll 鳴�7B�42�uｲ�ﾂ�����l調 ;査 ;中 を 召 杢 l 

97 ��b�10 澱�6 �2�劔���13 �3R�

■救急の前年比較表

区分一､年 剔O年対比 劔[ﾙ�ﾃ#yD��ｷ霍ﾘ��ｩ¥｢�平成26年 兌ﾙ�ﾃ#yD��増減 

出場件数 �7.572 途ﾃc���109 

救急拝せ �7.065 7.131 途ﾃ����45 

搬送人鼻 剴r���2�62 

事故別 剳ｽ成26年 兌ﾙ�ﾃ#yD��増W構成率%伸也 

救 急 出 4 件 数 亶ﾙV��4.554 1,1台7 釘縱ビ�233 田"�3"R�1 

転院 �1,026 蔦����13.36% �"�

-般負tl 涛�"�920 �?��"��B�ll.98% 6十ナ �2�

交通事故 鉄���#3��515- 剴B�

その他 �26-3- �#B�3.42% 迭�

自損行為 都"�63 蔦��0.82% 澱�r�

労働災害事故 �#b�39 ��2�0.51% 

加害 鼎B�3j 蔦�2�0.40% 唐�

運動競技事故 �#��16 蔦B�0.21% 湯�

火災 �2�12 湯�B�0.16% ����

水難事故 釘�8 �0.10% 免ﾂ�

自然災害事故 薮#�����0.01% ��"�

-日平均件数 �20.7121~.6 

区分 ���ﾙ�ﾃ#iD�(b�平成27年中 道8F烹�

火災件数 塔xﾈ��97g 1.856rTi ����2�3c�ﾓ"�

焼-棋芸 亦紊吐謦�
14a �#���15a 

焼損棟数 鼎i8��52棟 妬8��

り災世帯 �3)�)���44世帯 1 棉�+9u(ｧ��

り王箱書数 田��ﾈ��悼�ﾃ3y�ﾂ�

死者~~ ���ﾃI�ﾂ�9�ﾂ�

負tI者 添�ﾂ�11人 妬�ﾂｲ�

損害額 塔ゅCSb�56,993 蔦3�紊c2�
千円 ��x冷�千円 

全火災の1件当りの �����y�x冷�588千円 蔦C#��x冷�

損害額 

建物火災焼損面積 1件当り損垂訴 鼎W$イ�'%B�敵'&��

1ケ月当りの火災件数 途ﾃ(ﾈ���ﾈ��ﾃ佇����y�ﾃｳ�ﾃ�C��ﾃ�3I�ﾂ�

出動人Ji(延) 

備考 ��

(内訳) 

林野13件〇千円 

車両7件963千円 
その他39件40千円 

(爆発)0件0千円 

救急
平成1 8年以降､ 10年間の救急出場件数の推移は下表

のとおりです｡

1日平均では21 0件の出場件数になっています｡

出脚
-一一-一一-一一--　搬送人員

8,000: �� ����

7.500-ト 一■-■へ 剳�ｨ���ﾊH���耳耳�����

7,0001---- ���� 

6.500.-- �� 

6.COOL � 

5,500. 剪�

5.000j ����

区分年:18年 ��僖��~2-OT2i盲一遍盲~ 剴#9D羌#ID��25年12 ����27年 

垂車は.596 送入JtF7.258 途緜湯�r�33B�7.475 7.06ー 撞｣｣｣�ss｣ﾒ�唐�#�b�r縱S��7,6987 都"�7,681 

7,1997. �3��rﾓ��2�
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平成27年中

･危険物取扱書拭族準備払習会

2月15日(日) 27名

6月7日(田) 14名

10月4日(日) 12名
･消防設備士試験準備講習会

6月19日(金) 7名

6月20日(土) 6名

6月21日(田) 7名

戟会災防

実
施
し
た
防
災
事
業

災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
に
､

消
防
機
関
と
協
力
し
て
本
年
も
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
｡

多
く
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
田
川
を
目
指
し
て
､

防
災
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

当
協
会
で
は
､
秋
季
全
回
火
災
予
防
運
動

期
間
に
併
せ
て
高
齢
者
家
庭
の
防
火
診
断
を

行
い
ま
し
た
｡

防
火
診
断
で
は
､
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
石
油
ス

ト
ー
ブ
等
の
火
気
の
取
り
扱
い
や
､
コ
ン
セ

ン
ト
の
タ
コ
足
配
線
等
に
つ
い
て
点
検
を
行

い
な
が
ら
､
世
間
話
を
交
え
て
火
災
予
防
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
た
｡

防
火
診
断
の
結
果
､
コ
ン
セ
ン
ト
の
タ
コ

足
配
線
が
多
く
見
ら
れ
た
た
め
､
タ
コ
足
配

線
の
危
険
性
を
説
明
し
､
必
要
な
器
具
だ
け

を
接
続
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
原

因
は
､
気
つ
く
の
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
逃

げ
遅
れ
が
多
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
家
庭
の
防
火
診
断

は
､
火
災
予
防
に
大
変
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
事
業
で
す
o

以
上
の
こ
と
か
ら
今
年
度
は
､
当
協
会
と

し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
防
水
カ

バ
ー
付
延
長
コ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
し
た
｡

‥
I
:
:
･
:
:
r
I
 
1
-
･
.
.
 
A

当
協
会
で
は
､
毎
年
3
回
実
施
さ
れ
る
危

険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者
を
対
象
と
し
た

試
験
準
備
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

ピ
ア
)
の
視
察
で
は
､
見
学
担
当
者
か
ら
､

各
施
設
に
対
し
て
丁
重
な
説
明
を
し
て
頂
き

ま
し
た
｡
参
加
者
は
､
各
施
設
｢
｣
と
に
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
､
多
数
の
質
問
を
し
て

お
り
ま
し
た
｡

当
施
設
は
､
日
本
最
大
級
の
施
設
で
浸
透

取
水
方
式
の
採
用
に
よ
り
､
き
れ
い
な
海
水

を
冒
【
水
に
し
て
､
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
水
の
供
給
が
安
定
的
に
取
水
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
｡

次
に
､
九
州
国
立
博
物
館
で
は
､
開
館
1
0

年
の
節
目
)
を
迎
え
そ
れ
を
記
念
し
､
特
別
展

(
実
の
国
　
日
本
)
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
｡本
展
に
は
､
正
倉
院
宝
物
が
特
別
出
品
さ

れ
'
正
倉
院
で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
宝
物
の
中
か
ら
､
歴
史
教
科
書
で
お
な
じ

み
の
螺
細
紫
檀
五
弦
琵
琶
を
含
む
6
件
が
期

限
限
定
で
公
開
さ
れ
､
奈
良
時
代
宮
廷
文
化

の
華
麗
な
世
界
を
堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
｡

当
協
会
で
は
､

春
季
及
び
秋
季

の
火
災
予
防
運

動
の
協
賛
を
行

な
っ
て
い
ま
す
.

田
川
市
内
の

メ
ル
ク
ス
田
川

と
大
任
町
(
水

辺
公
園
)
　
で
実

施
し
､
チ
ラ
シ

配
布
に
よ
る
火

災
予
防
啓
発
を

行
な
い
ま
し
た
｡

そ
の
後
'
防
火
演
奏
を
行

な
っ
た
保
育
園
等
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
｡

平
成
2
7
年
1
 
1

月
1
5
日
に
行
わ

れ
た
田
川
地
区

総
合
防
災
訓
練

に
当
協
会
も
協

賛
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
会
員

で
あ
る
田
川
医

師
会
､
九
州
電

力
㈱
が
個
別
に

参
加
す
る
と
と

も
に
､
部
会
と

し
て
L
P
ガ
ス
部
会
が
訓
練
に
参
加
し
ま
L

I.LJ｡
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10年たった与､
とりカエル｡
抑払ニー血○■TT.

青書

◎ftO*に.とりカエ九I
tl■t♪二二二J=二二二rT.

EB川地区消防本部(署)
(一社) EB川地区防災協会

火災により発生する煙を自動的に
感知し､逃げ遅れなどからの被害を
無くすために､住宅用火災警報器の
設置が義務つけられています｡
田川地区の設置率は､全国平均よ
りも低いため､火災から大切な家族
の命を守るために設置を心がけまし
ようIまた､電池の寿命は10年が
Ej安です｡電池を交換するか､新し
い住宅用火災警報器に取り換えてく
ださい｡

なお､消防職員を装っての販売や､
高額請求など悪質な訪問販売の被害
が発生しています｡消防職員による
販売や､消防署が特定業者に販売を
依頼することもありません｡

編集後記
鯛の削,…おめでとうございけ笥
この会報も今回で第42号となりました｡会報発行にあた

り会員の皆様にご協力いただき､心よりお礼申し上げます｡

本年もよろしくお願い致します｡

戟会災防

お

　

知

　

ら

　

せ

平
成
2
8
年
度
の
各
種
資
格
取
得
試
験
及
び

講
習
会
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

る
た
め
､
消
防
本
部
予
防
課
内
の
事
務
局
で

確
認
し
て
下
さ
い
｡

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
1
回
　
平
成
2
8
年
6
月
初
旬
頃

【
願
書
受
付
期
間
]

4
月
中
旬
か
ら
4
月
下
旬
ま
で

第
2
回
　
平
成
2
8
年
1
 
0
月
下
旬
頃

【
願
書
受
付
期
間
】

8
月
中
旬
か
ら
8
月
下
旬
ま
で

第
3
回
　
平
成
2
9
年
3
月
上
旬
頃

【
願
書
受
付
期
間
】

1
 
2
月
中
旬
か
ら
1
月
上
旬
ま
で

協
会
で
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
試
旗
日
に
あ
わ

せ
て
､
乙
種
4
類
の
試
験
準
備
講
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
｡

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
､
県
内
4
会
場
で

実
施
さ
れ
ま
す
が
､
筑
豊
地
区
は
田
川
市
の

福
岡
県
立
大
学
が
会
場
に
な
り
ま
す
｡

●
消
防
設
備
士
試
験

第
1
回
　
措
同
市
･
田
川
市

平
成
2
8
年
7
月
中
旬
頃

第
2
回
　
北
九
州
市

平
成
2
8
年
8
月
上
旬
頃

第
3
回
　
福
岡
市
･
田
川
市

平
成
2
8
年
1
 
2
月
中
旬
頃

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

平
成
2
8
年
1
0
月
1
2
田
･
1
3
日

筑
豊
地
区
会
場
は
､
田
川
市
(
E
f
j
川
地
区

消
防
本
部
)
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
い
ず
れ
か
の
田
に
3
時
間
の
受

講
が
必
要
で
す
｡
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
人
が
受
講
対
象
と
な

り
ま
す
｡

①
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
者
は
､
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以

後
の
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
3
年
以
内
｡

②
新
た
に
従
事
す
る
者
は
､
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
日
か
ら
1
年
以
内
｡
た
だ
し
③

に
該
当
す
る
者
は
③
に
よ
る
｡

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
-
･

ら
3
年
以
内
｡

※
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し

は
受
講
の
必
要
は
あ
り
ま

●
消
防
設
備
士
法
定
講

平
成
2
8
年
1
 
0
月
1
1
 
2
月

醍

消
火
設
備
　
1
8

警
報
準
備
　
1
日

避
難
設
備
　
1
日

筑
豊
地
区
の
会
場
は
､

て
い
ま
す
｡

受
講
対
象
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
2
年
以
内
の
人

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
臼
か
ら
5
年
以
内

の
人

●
防
火
管
理
講
習
会

_

丁

消
防
法
に
よ
り
建
物
の
所
有
者
な
ど
の
菅
｢

∵
;
:
･
7
.
t
T
.
I
.
i
_
 
～
.
r
f
c
=
:
j
r
.
L
'
T
'
量
紺
_

行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
防
火

管
理
者
の
資
格
は
､
2
日
間
の
講
習
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
取
得
で
き
ま
す
｡

①
田
川
地
区
消
防
本
部

平
成
2
8
年
6
月
中
旬
頃

②
県
立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
2
8
年
5
月
2
4
日
･
2
5
8

9
月
1
日
･
2
日

③
直
方
市
中
央
公
民
館

平
成
2
9
年
2
月
1
日
･
2
日

※
再
講
習
(
1
日
)

県
立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
2
8
年
8
月
3
1
日


